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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や機械・車両の二酸化炭素削減に努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．燃料や重油・オイルなど適正管理に努めます。

６ ．廃資材を原料とした製品の製造・販売を推進します。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

綾 城  正 壽

2022年7月12日

　      私たちの生まれた地球。海に、大地に、緑に生かされて私たちがいます。
　     考えてみてください。道路をつくるアスファルトも、ビルを作る鉄やコンクリートも、身の回りに
     あふれる石油製品も、元を正せば自然の中でつくられたものです。
       そして、自然の恵みを受け、自然に包まれて暮らす私たち自身も地球の一部なのです。
       明日へ素晴らしい地球を残すことがAYASHIROの夢です。
       そのためには、自然から借りたものは元のとおりにキチンと返す、という考え方で仕事をしていく
     ことが必要です。
       私たちの手で自然の輪を過去から未来へとつないでいきたいと思います。

環 境 経 営 方 針

代表取締役社長

　当社は、地球規模での環境悪化に対し、その保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認
識し、事業活動において、環境に配慮した循環型社会の構築に貢献します。本業である砕石の製
造・販売及び、産業廃棄物の収集運搬・中間処理を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の
環境課題の解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当
社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

制定日： 2020年10月1日

改定日：
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（１） 名称及び代表者名
株式会社 アヤシロ
代表取締役社長　綾城　正壽

（２） 所在地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業係長　 平井　幸仁　　 TEL：０７７－５５８－０６４１

担当者 営業係長　 平井　幸仁　　 FAX：０７７－５５８－２０２０

ＥＡ２１連絡担当者 井元　修平

（４） 事業内容
砕石の製造、砕石及び各種建材の販売、及び再生砕石の販売
産業廃棄物処分業（中間処理）優良認定、産業廃棄物収集運搬業　優良認定
一般廃棄物処理業（中間処理）
スーパーソル製造
一般建設業－造園工事業（ISO14001及びISO9001認証・登録済み）　　　　　　　
特定建設業－土木工事業、舗装工事業、とび・土木工事業、水道施設工事業　　 

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 百万円
売上高 百万円 （2021年9月決算）

名 名 名 30
㎡ ㎡ ㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

10ｔダンプカー 台

8ｔダンプカー 台

4ｔダンプカー 台

2ｔダンプカー 台

合計 台

主要設備

台数 備考

基

基

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社 アヤシロ
対象事業所： 本社

栗東支店

下戸山工場

活　　　動： 砕石の製造、砕石及び各種建材の販売、及び再生砕石の販売

産業廃棄物処分業（中間処理）、産業廃棄物収集運搬業

一般廃棄物処理業（中間処理）

スーパーソル製造

一般建設業－造園工事業（ISO14001及びISO9001認証・登録済み）　　　　　　　

特定建設業－土木工事業、舗装工事業、とび・土木工事業、水道施設工事業　　 

破砕,振るい分けプラント

名称

1 がれき類、1,600t/日、処理方式：破砕

0

1972 年 5 月 10 日

5

28

車種 台数 備　　考

21

1

3.82

最終処分量

延べ床面積　　　 370 378,200 489

本　　 　　社
栗 東 支 店
下戸山工場

滋 賀 県 草 津 市 山 田 町 205 番 地 の 1
滋 賀 県 栗 東 市 荒 張 1373 番 地 1
滋 賀 県 栗 東 市 下 戸 山 327 番 地 1

3.82

1

48
2,380

下戸山工場
従業員　　　　　 13名（内６名ISO） 26 4

収集運搬量 18,215
37,288

受託した産業廃棄物の処理量

中間処理量 37,288

1 刈草、枝木、10ｔ未満/日、処理方式：破砕破砕機

中間処理後の産廃の処分量

本社 栗東支店

組 織 の 概 要

ISO-14001対応

EA-21対応

EA-21対応

ISO-14001対応
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□事業の紹介
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更新日：

代表者

下戸山工場部門

髙口 昇

綾城 正壽

環境事務局

栗東支店長

菅居 正樹

藤隆
環境管理責任者

平井 幸仁
砕石場統括工場長

浅居
本社部門

菅居 正樹

小寺 直美

環境経営組織及び役割・責任・権限
2020年10月1日

製造部門 下戸山工場 営業部門 出荷事務部門 事務部門

全従業員

工事部門

ISO活動
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□許可の内容

　　一般廃棄物その他許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

滋賀県 ○

栗環政
許可第1号

令和.4.4.1 令和.6.3.31

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

滋賀県知事
許可（般－24）
第20052号

滋賀県知事
許可（特－24）
第20052号

平成.29.12.27

平成.29.12.27

令和.4.12.26

令和.4.12.26

一般建設業

備　　　考

一般廃棄物
処分業

許可内容 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

滋賀県 02500030924 平成28年7月7日 令和5年7月6日

02520030924

許可区域

特定建設業

刈り草および枝木（伐木･伐竹含む）ただし事業
系一般廃棄物に限る

積
替
保
管

廃棄物の種類

造園工事業

土木工事業、舗装工事業、とび･土木工事業、
水道施設工事業

許可年月日 許可有効年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

中間処理

平成28年7月7日 令和5年7月6日 破砕

許可番号
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□廃棄物処理フロー
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単位
kg-CO2

受託収集運搬量 トン

受託中間処理量 トン

受託最終処分量 トン

kg
トン
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（2020年度調整後） kg-CO2/kWh

A-0053

〇

原単位評価 〇

✕

✕

✕

〇

✕

〇

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 145 135 131

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 2,993,109 2,925,538

31,258 18,215

kg-CO2 2,372,443

2021年

20,960

3,649,362 3,192,072

自動車燃料による二酸
化炭素削減

　産業廃棄物排出量 1.6

3,189,557 2,891,753

総排水量

一般廃棄物の削減
kg 145 135

2023年

（目標）

206% 120% 130%

90%

2,857,967

133

2019年

2019年

611,855

93% 90%

795,412

92%

91%

2,277,545

97%

94%

131

91%基準年度比

225,819

基準年度比 2019年

0.184

230,523

96%

0.200 0.192 0.090 0.188

111% 97%基準年度比 96%

92%

96% 56%

2,324,994

336,257 228,171kg-CO2 235,228

kg-CO2/千円

A重油による二酸化炭素
削減

2,638,810

98% 143%

2,301,269

92%

kg

2019年 110%

132

105%

項　目 2019年 2020年

354,603214,490 362,312

37,288

0 0 0

156104 894 360

1.5 3.8

64,691 61,889

評
価

基準値 2021年 2022年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

98%

2,994,248

0.299 0.299 0.299

（基準年)

環境経営目標及びその実績

2019年

基準年度比

水道水の削減 ㎥ 344 316 313 310

基準年度比

360

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 385,439

オリックス電力 オリックス電力 オリックス電力

主な環境負荷の実績

370,021

基準年度比 2019年

二酸化炭素総排出量

（目標） （実績） （目標）

スーパーソルの販売促
進

環境に配慮した収集運
搬 行動目標（次項による）

673,041 1,260,620 734,226
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2021年

A重油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2021年

・クレームの減少

1月

83,014 71,986

11月10月

13,400

原単位目標 〇

12月

数値目標

67,986

10,300 7,850

10月 11月 12月
2,950

・製造ミスの減少
・品質の安定化

49,939 27,358
116,434 101,346

6,450 8,450 10,080

52,766

今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。上半期で数値
目標が達成出来なかった為、中期計画であげていたF1薬品（二酸
化炭素の発生を抑制する）をA重油に混合した結果、効果は見ら
れたが、大幅な削減には至らなかった。基準年度以降出荷量急増
に伴い、生産量も増加しているので、基準年度の見直しの必要性
があると思われる。

9月

○

○
○

✕

47,360

○

4月
3,350 3,350

104,987

10,700 10,700
3,150 3,250

14,950

取組結果とその評価、次年度の取組内容

13,900
2月 3月 8月 9月

119,920116,990 86,363

○

達成状況

6月 7月

99,017116,861

8月7月

58,997 58,890

11,650 9,450 10,8501,800

・砕石プラントの合理的な運転の徹底 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

数値目標 〇 今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。数値目標に関
しては、中期計画にあげていたプラント設備の一部撤去・補修・調
整を実行した結果、消費電力が減少し達成へと繋がったが、次年
度以降も減少した状態が続くと思われるので、基準年度の見直し
の必要性があると思われる。○

・不要照明の消灯 ○
・実働時間内での仕事の実施

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

達成状況

・砕石ブラントの点検

6月5月4月3月2月1月

10,750 12,350

116,392 89,620 102,777
60,601

・連続運転実施

9,700 9,000 12,500

5月

118,385
76,437 62,023

0

50,000

100,000

150,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2019年 2021年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

A重油（L） 2019年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2021年

取組紹介欄

2019年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2021年 10 12

80,000

取組結果とその評価、次年度の取組内容

今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。中期計画にあ
げている両面コピー機の導入を行った結果、無駄な紙の使用が減
少し、数値目標の達成に繋がった。次年度は、帳票関係の電子化
に力を入れさらなる削減に努める。

1,253

10月 11月 7月

82,00076,000 84,000

達成状況

〇
・分別の徹底 ○

・エコドライブの徹底

数値目標

62,000

2月

1,267 1,168 655 1,156 628

10月

12月 1月 2月

1,128 914

76,000

967 1,075

3月
76,000

・効率的なルートで配送 ○

984

94,000

9月4月 5月 6月 8月
80,000

88,000

8月
12 13 11

10 12

1,110

84,000

9月
12 11
8

84,000 68,000 86,000

7月

64,000

1,114

12

88,000

1,253

12

3月

68,000
96,000

4月 5月 6月
12 12

1,112 1,014 838 1,010

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
968

1,189
1,124 1,140

716
1,069

11月 12月 1月

○

達成状況

今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。上半期で数値
目標が達成出来なかった為、配送距離の見直しを行う予定でした
が、顧客のニーズもあって実行はなかなか難しかったので、作業
計画の見直しを行った。結果として大幅な削減には至らなかった
が、効率の良い作業方法を模索するよいきっかけになった。次年
度は、中期計画であげていた営業車の低燃費車への更新を行う。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

72,000
90,000 74,000 96,000

76,000 76,000

12

12月10月 11月

・裏紙使用の徹底 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減（電子化の推進） ○

12 12 13 13 12

・梱包材の再利用 ○

2月

数値目標 ✕

1月

・エリア別営業活動の見直し ○

12 12 11 8

0

500

1,000

1,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2019年 2021年

0

50,000

100,000

150,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2019年 2021年

0

5

10

15

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2019年 2021年
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水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2021年

スーパーソルの販売促進

取組紹介欄

2019年

2021年

環境に配慮した収集運搬

49 0 102 0

今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。中期計画であ
げていた足洗場の整備を行った結果、使用量が一時減少したが、
雨水貯水池の面積が減少したため、雨水の利用率が減少した。
次年度は、雨水貯水池の整備を行い雨水利用率を向上させる。

0 47 0
7月

○

6月 9月10月 11月 3月 4月 5月 8月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0
2月
4257 0 47

12月 1月

・自社販売の推進　キャンドゥ　甲賀市クリーンセンター ○
・イプロスへの参加

○

・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実施） ○
・積み残しの削減 ○

・雨水の利用の推進 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。中期計画であ
げていたマイナビ農業（スーパーソルを試してくれる農家を募集
し、サンプルを渡して試してもらい、アンケートを実施）に参加し、
継続して使用してくれる農家もありました。また、東京でのNEW環
境展へ参加し、幅広い分野への周知に努めました。販売数も増加
しているので、次年度は、基準年度の見直しを行う必要性がある
と思われる。

75 0 64 0 83

113,210

0

172,500 142,420 90,840 117,680

0

129,220
79,380 54,470

数値目標

達成状況

✕
・節水シールの貼り付け ○
・社員の節水意識の向上

・販売量拡大　土木現場へ組合を通じて拡販 ○
・JIS規格認定取得推進 ○

数値目標 〇
達成状況

62 0 47 0 29

115,580 101,230 102,210 70,240
46,930 25,530 39,480 130,870

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月10月 7月 8月 9月
31,560 41,890 19,990 16,410 94,535 4,960 30,480

100,860

・作業開始前の車両点検 ○ 今期も全社員が意欲的に取組を行うことが出来た。次年度も取組
を継続して行う。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
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＜本社＞　草津市山田町205番地の1

＜栗東支店＞　栗東市荒張1373番地1

社長によるエコアクション21の会議

一般廃棄物 産業廃棄物
＜下戸山工場＞　栗東市下戸山327番地1

各事業所の取組紹介
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

排出基準の遵守、自主検査（場内調整池・近隣地下水） 〇

危険物の保管 〇
業務用空調機の簡易点検・記録 〇
品質管理　 〇

破砕施設（近隣までの距離が約1ｋｍ以上ある為報告調査不要）、粉塵等飛散防止に努める 〇

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

外部からの環境上の苦情・要請は特にありません。

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

顧客要求事項

適用される事項（施設・物質・事業活動等） 判定

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等） 〇
車両の大きさ・重量、乗車の保安基準 〇

適用される法規制

廃棄物処理法

道路運送車両法

道路交通法 〇車両の大きさ・重量、通行制限、安全運転管理者等
騒音規制法

振動規制法

水質汚濁法

大気汚染防止法

破砕施設（近隣までの距離が約1ｋｍ以上ある為報告調査不要） 〇
破砕施設（近隣までの距離が約1ｋｍ以上ある為報告調査不要） 〇

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
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緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：消火訓練

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

草津市の消防団員と合同で、消火訓練及びポンプ操法の訓練、土嚢づくりなどの訓練を行いました。

全員が、意欲的に取組ことが出来ました。

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性☑ あり □ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 水害の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：水害時の土嚢づくりの方法

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
水害時の土嚢つくりの方法や積み方等、消防署員の指導の下行いました。

手順書の変更の必要性

緊急事態対応の試行・訓練

全従業員

2022年5月22日 湖南消防西消防署

2022年6月12日 草津市防災ステーション
従業員、市内業者、消防団員、消防署員

・流出事故対応、通報訓練

手順書の変更の必要性

訓練の写真を張り付ける
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

　　　代表取締役社長　綾城正壽

これまでの環境活動の紹介

採 取 後 の 緑 化 及 び 植 栽 作 業

啓 発 ポ ス タ ー 等 の 掲 示 作 業

使用量の増加に繋がっているので、なかなか抑制することは難しく、次年度以降も増加傾向が見込まれるので、次年度は基準年度の

見直しを行うよう指示しました。

今年度は、資格取得により、若い世代に技術の継承が少し前進したので、次年度も資格取得に重点をおくよう指示しました。

水道水については、コロナの影響で手洗い・うがいを推進しているので、今しばらくは現状のような状態が続くかと思われますが、次年度

2022年9月30日

代表者による全体の評価と見直し・指示
昨年度より、ガイドラインを2017年度版に変更し、一度リセットして取り組んでまいりました。

数値としては、使用量でみると、

以上のような結果となりました。

電力については、プラント1基撤去と稼働時間の減少などがあり、今後も数値は現状の状態になるであろうと予測されるので、次年度は

基準年度の見直しを行うよう指示しました。

A重油・スーパーソル販売促進については、基準年度以降スーパーソルの出荷量が大幅に増加し、それに伴い生産量も増加しA重油

以降も節水の意識を常に念頭におくように指示しました。

【環境経営システムの実施状況】

環境自主検査を実施した結果、苦情・要望なしの成果が上がっています。

PLAN・DO・CHECK・ACTがうまく機能していますので、次年度も継続していきます。

【法規制等の遵守状況】

法律規制の遵守は出来ています。

【利害関係者の苦情・要望事項】
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